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《単元名》

第５学年「７ ふりこのきまり」
東京書籍「新しい理科５」P86～95 11月中旬～11月下旬 ９時間扱い

《単元の系統図》 本単元との直接的なつながり 間接的なつながり

【４学年「電気のはたらき」】

【６学年「てこのはたらき」】

【３学年「明かりをつけよう」】【３学年「風やゴムで動かそう」】

【３学年「じしゃくにつけよう」】 【３学年「物の重さをくらべよう」】

【５学年「電流がうみ出す力」】

生活体験

ブランコ遊びをした体験
メトロノームを使用した体験
振り子時計を見た体験

【３学年「太陽を調べよう」】

○ エネルギーと仕事
・ 力学的エネルギーの保存

【中２学年「電気の世界」】

６学年「電気とわたしたちのくらし」

【中１学年「身のまわりの現象」】

【中３学年「科学技術と人間」】

てこには，支点，力点，作用点がある。

「ふりこの１往復する時間は，何によって変わ
るのだろうか」
振り子の１往復する時間は，振り子の長さに

よって変わり，おもりの重さや，振れ幅によっ
て変わらない。振り子の長さが長いほど，振り
子の１往復の時間は長くなる。

振り子の長さが変わると，振り子の１
往復する時間が変わることを利用したお
もちゃを作る。

【中３学年「運動とエネルギー」】 【中３学年「自然と人間」】

【５学年「ふりこのきまり」】（本単元）

５年「７ ふりこのきまり」
【単元の系統図】
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《単元の目標》

振り子の簡易実験を行い，振り子の１往復する時間はどうすると変えることができるのかに興味をもち，
計画的に条件を制御しながら，定量的に調べることができるようにする。また，振り子の性質を利用した
ものづくりを行い，振り子のきまりについて考えることができるようにする。

《単元の流れ》 ９時間扱い

ね ら い 時 段階 学習活動 工夫点

１ ふりこのふれ方にはどんなきまりがあるか ６時間

・ 振り子に興味 １ 問題を見いだす ・ 振り子についての説明を聞く。
をもち，振り子 ・ テンポ振り子を作る。
の長さ，おもり ・ テンポ振り子を，メトロノームのテ
の重さ，振れ幅 ンポに合わせるように工夫する。
は変えられるこ ・ 工夫した点を発表し，振り子の長さ，
とに気付く。 おもりの重さ，振れ幅は変えられるこ

とに気付く。

・ 振り子の１往 ２ 問題を見いだす ・ 事象Ａと事象Ｂを比較し，共通点と 複数事象の提示
復する時間は， 差異点を見いだす。 工夫点１
何によって変わ 予想や仮説をもつ ・ 振り子の１往復する時間は，何に
るのかを考える。 よって変わるのかを考え，仮説をノ

・ 振り子の１往 ートに記入する。
復する時間を変 観察，実験の方法を考える ・ 問題について調べる方法を考える。 ポイントを明確
える要因を調べ ・ 振り子の１往復する時間の求め方に にして話し合う
る方法を考え， ついて考え，体験し，理解する。 工夫点２
制御すべき条件 ・ 制御すべき条件と記録の仕方につい 体験活動
について考える。 て考える。 工夫点３

・ 条件を制御し ２ 観察，実験を行う ・ 振り子の10往復する時間を計る練習
ながら，振り子 を行う。
の１往復する時 ・ 実験の手順を確認し，実験を行う。
間を調べる実験 結果を整理する ・ 実験結果の平均をとり，振り子の１
を行い，結果を 往復する時間を求める。
記録して，実験 ・ 結果をグラフに整理する。
の技能を身に付 ・ 結果をグループで確認し，自分のノ
ける。 ートにまとめる。

・ 振り子の振れ １ 考察し，結論を得る ・ 自分の考えをノートにまとめる。
方のきまりにつ ・ グループで話し合い，発表する。
いてまとめ，理 ・ 振り子の振れ方のきまりについてま
解する。 とめ，理解する。

２ ふりこのおもちゃをつくろう ３時間

・ 振り子の振れ １ 振り返り，広げる ・ 事象Ａと事象Ｂを比較し，共通点と 複数事象の提示
方のきまりを利 差異点を見いだす。 工夫点４
用したものにつ ・ ブランコの１往復する時間が同じに 要因の考察
いて説明するこ なった理由を説明する。 工夫点４
とで，理解を深 ・ メトロノームや振り子時計など，振
める。 り子の振れ方のきまりを利用した物に

ついて考え，説明する。

・ 振り子の振れ ２ 振り返り，広げる ・ 振り子時計は，１往復する時間が同 学んだことを生
方のきまりを利 じになるように作られていることを確 かしたものづく
用したものづく 認する。 り 工夫点５
りを行い，理解 ・ １秒に１往復するおもちゃを作る。
を深める。 ・ １分間ゲームを行う。

・ おもちゃを作った際に工夫したこ
と，気付いたこと等を発表する。

５年「７ ふりこのきまり」

【単元の目標と流れ】
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第５学年「７ ふりこのきまり」
東京書籍「新しい理科５」P86～89 11月中旬～11月下旬 本時１／９

《本時のねらい》

振り子に興味をもち，振り子の長さ，おもりの重さ，振れ幅を変えられることに気付く。

《問題を見いだす段階の働き掛け》

テンポ振り子を作らせ，メトロノームのテンポに合わせて振れるように工夫させ，振り子の長
さ，おもりの重さ，振れ幅の三つを変えられることに気付かせる。

《本時の学習過程》

段階
▼ 予想される児童の意識 ○ 働き掛けの意図

● 学習活動 □ 指導上の留意点
実感を伴った理解を図る場面

問題を見いだす
● 振り子につい
ての説明を聞
く。

▼ ブランコはくさりでつながってい
るけど，左右に揺れていた。 ○ 身の回りで振り子に関係がある

▼ 音楽の時間に使ったメトロノーム 物を考えさせ，振り子に関心をも
も，左右に動いていた。 たせる。

▼ 振り子時計は，時計の下に左右に
揺れるものがあった。

○ 基礎的な用語を理解させ，「ふ
りこ」という言葉を用いて，自分
の考えを，表現できるようにさせ
る。

● テンポ振り子 ▼ テンポ振り子を私も作ってみた
を作る。 い。

▼ どうやって，作るのかな。

○ テンポ振り子を作りながら，振
り子に興味をもたせる。

□ 初めにメトロノームのテンポに
合わせたテンポ振り子を提示し，
興味をもたせる。

□ テンポ振り子は，教科書P86に
あるものを作るように指示する。

□ １分間に60回のテンポで振れる
振り子の長さは，約25㎝である。
これを目安にして，40～50cm程度
の木の棒を用意しておく。

■ 児童にもたせたい意識

▲ ブランコ遊びをした体験
▲ メトロノームを使用した体験
▲ 振り子時計を見た体験

▲ あらかじめもっている児童の意識 ◎ 教師の働き掛け

◎ (テンポ振り子がメトロノーム
と同じテンポで振れている様子
を見せながら）これから，一人
ずつテンポ振り子を作りましょ
う。 具体的な体験

◎ (振り子が振れる様子を見せ
て)糸の先に付いたおもりが左右
に振れています。身の回りで左
右に振れる物を挙げましょう。

■ 糸や棒におもりを付けて左右に振
れるようにしたものを「振り子」と
言う。

◎ このように糸や棒におもりを
付けて，左右に振れるようにし
た物を「振り子」と言います。

棒をはさむ位置

目玉クリップ

木の棒

おもり

輪ゴム

■ ブランコやメトロノームも，振り
子と同じように左右に振れている。

５年「７ ふりこのきまり」

【本時のねらいと学習過程１／９】
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● テンポ振り子 ▼ 振り子のどこを変えれば，メトロ
を，メトロノー ノームのテンポに合うのかな。
ムのテンポに合 ▼ 二人で協力して，考えよう。
わせるように工
夫する。

▼ クリップと粘土の間の長さを変え ○ 振り子の長さや，おもりの重さ，
たら，テンポが変わった。 振れ幅を変えられることに気付か

▼ おもりの重さを変えても，テンポ せる。
は変わらないな。 □ 振り子の変えられる部分として

▼ 振れる大きさを変えても，テンポ 「振り子の長さ」「おもりの重さ」
は変わらないな。 「振れ幅」の３つがある。これら

のことに気付かない場合は，机間
指導で気付いた児童を把握し，後
で発表させる。

□ 児童同士が考えを出し合って，
振り子の変えられる条件に気付く
ことができるように，二人一組で
取り組むように指示する。

□ １分間に60回のテンポが合わせ
られるようになったら，別のテン
ポに変えて，振り子のどの部分を
変えればよいのかを考えるように
指示する。。

● 工夫した点を
発表し，振り子
の長さ，おもり
の重さ，振れ幅
を変えられるこ ○ 振り子の変えられる条件を全体
とに気付く。 で確認し，共有させる。

□ 振り子の変えられる３つの条件
に関する意見が出ない場合は，意
図的に指名し，意見が出るように
にする。

○ 基礎的な用語を理解させ，「ふ
りこの長さ」などの言葉を用いて，
自分の考えを，表現できるように
させる。

□ 振り子に関する基礎的な用語を
理解させるために，図を用いて説
明する。

□ 「振り子の長さ」は，支点から
おもりの中心までの長さであるこ
とを説明する。

◎ テンポ振り子のどんなところ
を変えましたか。発表しましょ
う。 具体的な体験

◎ テンポ振り子をメトロノーム
のテンポに合わせて，振れるよ
うにしましょう。どこをどのよ
うに変えたらよいでしょう。二
人一組で考えながら，振り子の
テンポを合わせてみましょう。

具体的な体験

■ おもりとクリップの間の長さを変
えた。

■ おもりの重さを変えた。
■ 振れる大きさを変えた。

◎ 振り子には，変えられるもの
が３つありましたね。その中で
も「おもりとクリップの間の長
さ」のことを，「振り子の長さ」
と言います。「振り子が振れる大
きさ」を，「振れ幅」と言います。

◎ 糸や棒が固定されているとこ
ろを，「支点」と言います。

◎ 振り子が振れて，もう一度元
のところに戻ってくることを，
「１往復」と言います。

■ 「おもりとクリップの間の長さ」
のことを「振り子の長さ」というこ
とが分かった。

■ 「振り子が振れる大きさ」を「振
れ幅」ということが分かった。

■ 糸や棒が固定されているところを
「支点」ということが分かった。

■ 振り子が振れて，もう一度元のと
ころに戻ってくることを，「１往復」
ということが分かった。

１往復

ふりこの

長さ

おもり

支点

■ おもりとクリップの間の長さは変
えられる。

■ おもりの重さは変えられる。
■ 振れる大きさは変えられる。

５年「７ ふりこのきまり」

【本時のねらいと学習過程１／９】
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第５学年「７ ふりこのきまり」
東京書籍「新しい理科５」P88～89 11月中旬～11月下旬 本時２・３／９

《本時のねらい》

振り子の１往復する時間は，何によって変わるのかを考える。 (２／９)
振り子の１往復する時間を変える要因を調べる方法を考え，制御すべき条件について考える。

(３／９)

《問題を見いだす段階の働き掛け》

工夫点１ 振り子の長さが同じで，おもりの重さと振れ幅が違う２つの事象を提示し，比較さ
せる。その共通点や差異点に気付かせ，振り子の１往復の時間は，何によって変わる
のかを考えさせる。

〈事象Ａ〉おもりが重く， 〈事象Ｂ〉おもりが軽く，
振れ幅が大きな振り子 振れ幅が小さな振り子

※ 観察，実験の方法を考える段階で，使用する実験器具を想起できるようにするため，提示す
る振り子には，分度器をコピーしたものを取り付け，振れ幅の違いを明確に示せるようにする。

→ポイント集2011 P106

《予想や仮説をもつ段階の働き掛け》

前時の学習経験や提示した複数事象を根拠に考えさせ，振り子の１往復する時間は，振り子の
長さ，おもりの重さ，振れ幅によって変わるのではないかと想起させる。

《観察，実験の方法を考える段階の働き掛け》

工夫点２ 何を調べるかをしっかり理解させ，必要なことを１つずつ話し合いながら確認させ，
見通しをもたせる。また，条件制御や振り子の１往復する時間の計り方，実験結果を適
切に処理する方法を明確にし，理解させる。

工夫点３ 振り子の１往復する時間の求め方について，考えさせ，体験させて理解させる。
① ストップウォッチで振り子が１往復する時間を計る体験をさせ，差が出ることに気付かせる。
② 振り子の１往復する時間を３回計り，平均を求めることで，誤差が少なくなり，より正確に
調べることができることを理解させる。

③ 振り子の１往復する時間をより正確に調べるために，10往復する時間を計り，１往復する時
間を計算によって求めることを理解させる。

《本時の学習過程》

段階
▼ 予想される児童の意識 ○ 働き掛けの意図

● 学習活動 □ 指導上の留意点
実感を伴った理解を図る場面

問題を見いだす
● 事象Ａと事象
Ｂを比較し，共
通点と差異点を
見いだす。

■ 児童にもたせたい意識

▲ あらかじめもっている児童の意識 ◎ 教師の働き掛け

◎ 工夫点１(事象Ａ,Ｂを見せて)
Ａ，Ｂの振り子の様子を比べて，
何が同じで，何が違いますか。
気付いたことをノートに書きま
しょう。 具体的な体験

▲ 振り子の変えられる部分には，振
り子の長さ，おもりの重さ，振れ幅
がある。

▲ １往復は，振り子が振れて，もう
一度元のところに戻ってくることだ。

５年「７ ふりこのきまり」

【本時のねらいと学習過程２・３／９】
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表１
○ ２つの振り子Ａ，Ｂを比較させ，
振り子の１往復する時間に関係す

Ａ Ｂ ると考えられる，３つの条件に気
付かせる。

同 じ ・ ふりこの長さが同じ □ 最下点での振り子の速さの違い

ところ ・ １往復する時間が同じ に気付く児童がいた場合，「振り
子の速さ」は「振り子の振れ幅」

ちがう
重さ 重い 軽い に比例するので，同一の要因とし
ふれはば 大きい 小さい て考えさせてよい。

ところ
はやさ おそい はやい

○ Ａ，Ｂの共通点と差異点をまと
めた表を使って話合い，児童の考
えを整理させる。

問題 ふりこの１往復する時間は，何によって変わるのだろうか。

予想や仮説をもつ ▼ テンポ振り子を作って，メトロノ
● 振り子の１往 ームのテンポに合わせたときを思い
復する時間は， 出すと･･･
何によって変わ
るのかを考え， ○ テンポ振り子を作成した学習経
仮説をノートに 験や，提示した複数事象を根拠に，
記入する。 仮説を立てさせる。

□ 表１を利用し，振り子の長さ，
おもりの重さ，振れ幅の３つを想
起させると，仮説を考えやすい。

□ 前時の学習経験から，おもりの
重さ，振れ幅は１往復する時間に
関係しないと考える児童もいる。
その場合も，仮説として考えをも
たせ，実験で確かめさせたい。

観察，実験の
方法を考える

● 問題について
調べる方法を考
える。 ○ 児童に実験の方法を考えさせる

ことで実験の必要感をもたせ，意
欲的に取り組ませる。

○ 大切な点を押さえた話合いにな
るよう，教師がポイントを把握し，
実験方法を考えさせる。

□ （②について）振れ幅を測る際，
分度器を利用して振れ角を測るこ
とは，教師が提示してもよい。

◎ 振り子の１往復する時間は，
何によって変わるのか，理由も
考えて，仮説をノートに書きま
しょう。 主体的な問題解決

◎ 今までの意見から，問題を整
理しましょう。 主体的な問題解決

■ おもりの重さや振れ幅が違うのに，
１往復する時間が同じなのはどうし
てだろう。

■ 振り子の１往復する時間は，振り
子の長さによって変わるだろう。

→【仮説１】

■ 振り子の１往復する時間は，おも
りの重さによって変わるだろう。

→【仮説２】

■ 振り子の１往復する時間は，振り
子の長さによって変わるだろう。

→【仮説３】

◎ 工夫点２(話合いのポイント)
① 何について調べますか。
② どのような方法で調べますか。
③ 問題について調べるためには，
何を見ればよいですか。

主体的な問題解決

１ 振り子の１往復する時間が振り子
の長さ，おもりの重さ，振れ幅によ
って変わるのかどうかを調べる。

２ Ａ，Ｂと同じ振り子の装置を利用
して，振り子の１往復する時間を調
べる。

２ 振り子が１往復する時間は，スト
ップウォッチを使って，時間を計る。

２ おもりの重さを変える場合は，は
かりを使って，重さを量る。

２ 振れ幅を変える時は，分度器を使
って，振り子が振れる角度を測る。

２ 振り子の長さを変える時は，定規
を使って，支点からおもりの中心ま
での長さを測る。

３ 振り子の長さ，おもりの重さ，振
れ幅の３つを変えて，振り子の１往
復する時間が変わったかどうかを確
認する。

◎ 次の時間も，問題について調
べる方法を考えましょう。

◎ 問題について調べる方法を，
ポイントを確認しながら考えて
いきましょう。 主体的な

５年「７ ふりこのきまり」

【本時のねらいと学習過程２・３／９】
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観察，実験の ▼ １往復する時間を計ると，何秒に
方法を考える なるだろう。
● 振り子の１往 ▼ Ａ君は1.25秒，Ｂ君は1.36秒，Ｃ
復する時間の求 君は1.41秒だったよ。
め方について体
験する。 ○ 同じ振り子の１往復する時間を，

複数の児童に計らせ，差が生じ，同
じ結果にならないことに気付かる。

● 振り子の１往 ▼ 1往復する時間を３回計って，平
復する時間を正 均を求めると，どうなるのかな。
確に調べるため Ａ君(1.26+1.41+1.38)÷3＝1.35
に，実験を複数 Ｂ君(1.41+1.26+1.32)÷3＝1.33
回行い，結果を Ｃ君(1.38+1.46+1.36)÷3＝1.40
処理することを
理解する。

○ 同じ振り子の１往復する時間を，３
回測らせ，平均を求めることで，結
果の差が小さくなることに気付かせ
る。

□ 平均の求め方については，算数
科の学習と関連付けて，適切に処
理できるように指導する。

● 振り子の１往 ▼ ストップウォッチで１往復する時
復する時間を正 間を計ることは難しい。
確に調べるため
の方法を考え，
理解する。

○ 振り子の１往復する時間をより
正確に調べる方法を理解させる。

□ 10往復分の時間を計ることで，
誤差を小さくすることができる。

▼ 振り子の10往復する時間は，１往 ○ 10往復する時間から，１往復する
復する時間の10倍だから･･･

時間を求める方法を考えさせる。

● 振り子の１往
復する時間の求
め方について，
まとめ，理解す
る。 ○ 教科書P90にある，振り子の１

往復する時間を求める式について
説明し，理解させる。

◎ 工夫点３実際に，各グループ
の代表に振り子の１往復する時
間を計ってもらいましょう。

具体的な体験 主体的な問題解決

◎ 同じように計ったのに，わず
かな差が出てしまいます。

◎ 工夫点３より正確に調べるた
めに，１往復する時間を３回計
り，平均を求めて，調べます。
実際に３回計って，平均を求め
てみましょう。

具体的な体験 主体的な問題解決

◎ 振り子が１往復する時間を求
める方法を，確認しましょう。

主体的な問題解決

■ 振り子の１往復する時間を正確に
計ることは難しい。

■ 計り方で，差が出るんだ。

◎ 平均を求めると，差が小さく
なりました。

◎ 工夫点３振り子が振れて１往
復する時間を計ることも大変難
しく，差がでる原因となります。
そこで，振り子の10往復する

時間を計りましょう。
具体的な体験 主体的な問題解決

■ 振り子の１往復する時間を正確に
調べるには，10往復する時間を３回
計り，平均を求める。

■ 振り子の１往復する時間の求め方
（１回目＋２回目＋３回目）÷３
＝ 振り子の10往復する平均時間

振り子の10往復する平均時間÷10
＝ 振り子の１往復する平均時間

■ ３回計り，平均を求めると，差が
１回のときよりも小さくなった。

◎ 工夫点３１往復する時間を求
めるには，計った結果を，どの
ように計算すればよいですか。

具体的な体験 主体的な問題解決

■ 10往復する時間を計ればよい。

■ 10往復する時間を，10で割れば１
往復の時間になる。

５年「７ ふりこのきまり」

【本時のねらいと学習過程２・３／９】
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● 制御すべき条
件と記録の仕方
につ い て 考 え
る。

○ 児童に実験の方法を考えさせる
ことで実験の必要感をもたせ，意
欲的に取り組ませる。

○ 大切な点を押さえた話合いにな
るように，教師がポイントを把握

▼ １つの値だけ調べても，変化して し，実験方法を考えさせる。
いるかどうか，分からない。 □ (④について）複数の要因があ

る場合，条件を制御しながら実験
をする必要性を十分に意識させ，
じっくり時間をかけて考えるよう
に指示する。

□ (⑤について）条件を変えるこ
とで，振り子の１往復する時間が
変わるのかを明確にするために，
調べる条件は値を３つ以上変え
て，調べることを確認する。

（例）
おもりの重さ：10ｇ, 20ｇ, 30ｇ
振り子の長さ：40㎝, 70㎝, 1m

振れ幅：30°, 60°，90°
□ (⑦について）以下について留
意する。
・ 実験では，伸びない糸を使用
する。

・ 振り子の長さを測る場合は，
振り子の支点からおもりの中心
の長さで計ることを確認する。

・ 糸が弛まないように適切な振
れ幅で実験を行い，振れ幅が極
端に大きくならないようにする。

・ 静かに，おもりから手を離す
ようにする。

○ 次の時間の見通しをもたせる。

◎ 前の時間に続いて，問題につ
いて調べる方法を，ポイントを
確認しながら考えていきましょ
う。 主体的な問題解決

◎ 工夫点２(話合いのポイント)
④ 調べる(変える)条件と，同じ
にする(変えない)条件は何です
か。

⑤ 調べる条件は，値を３つ以上
変えて調べましょう。

⑥ どのように記録しますか。
⑦ 注意する点は何ですか。

主体的な問題解決

５ 調べる条件は，値を３つ以上変え
て調べる。

６ 表を使って記録すると，３つの値
が比べやすい。

６ 表をグラフに整理すると，変化し
ているかどうかが分かりやすい。

４ 振り子の長さを変えて，１往復す
る時間を調べる場合
〈調べる(変える)条件〉
振り子の長さ

〈同じにする（変えない）条件〉
おもりの重さ，振れ幅

【仮説１】→【実験１】
４ おもりの重さを変えて，１往復す
る時間を調べる場合
〈調べる(変える)条件〉
おもりの重さ

〈同じにする(変えない)条件〉
振り子の長さ，振れ幅

【仮説２】→【実験２】
４ 振れ幅を変えて１往復する時間を
調べる場合
〈調べる(変える)条件〉
振れ幅

〈同じにする(変えない)条件〉
振り子の長さ，おもりの重さ

【仮説３】→【実験３】

○○○を変えた時の振り子の１往復する時間

１回目 2回目 3回目
1 0往復す １往復する

○○○
（秒） （秒） （秒）

る平均時 平均時間

間 （秒） （秒）

○○○を変えたときの１往復する時間

0.0

1.0

2.0

0 10 20 30 40

○○○

１
往
復
す
る
平
均
時
間

（秒）

７ 糸が弛まないようにするために，
極端に振れ幅を大きくしない。

７ 振り始めは，勢いを付けずに，お
もりから手を離すだけにする。 ◎ 次の時間に，実験を行いまし

ょう。

５年「７ ふりこのきまり」

【本時のねらいと学習過程２・３／９】
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第５学年「７ ふりこのきまり」
東京書籍「新しい理科５」P90～92 11月中旬～11月下旬 本時４・５／９

《本時のねらい》

条件を制御しながら，振り子の１往復する時間を調べる実験を行い，結果を記録して，実験の
技能を身に付ける。

《本時の学習過程》

段階
▼ 予想される児童の意識 ○ 働き掛けの意図

● 学習活動 □ 指導上の留意点
実感を伴った理解を図る場面

問題 ふりこの１往復する時間は，何によって変わるのだろうか。

観察，実験を行う
● 振り子の10往
復する時間を計
り，記録をとる
練習を行う。 ○ １往復する時間の計り方に慣れ

させる。
▼ おもりが元のところにきたとき， □ 誤差をできるだけ小さくするた
声に出して，数えよう。 め，振り子が往復する回数を数え

▼ 10往復計ったら，13.3秒だった。 る係と，10往復した時間を計る係
小数第１位で四捨五入すると，13秒 を分担し，練習するように指示す
だ。 る。また，時間を計る係は，毎回，

▼ 10往復する時間の計り方が，分か 同じ児童が行うことを確認する。
った。 □ 小数第１位まで計り，小数第１

位を四捨五入して，記録すること
を具体例を挙げて指導する。

● 実験の手順を ▼ 実験装置を間違いなく，準備しよ
確認し，実験を う。
行う。 ▼ 前の時間に確認したポイントに注

意して，実験しよう。 ○ 実験の視点を明確にさせる。
□ 条件の制御や，実験結果の処理
の仕方について確認し，実験の手
順を演示し，注意点を確認する。

○ 条件を制御しながら，実験を行
わせ，記録させる。

【実験１】の結果 【実験２】の結果 【実験３】の結果

■ 児童にもたせたい意識

▲ あらかじめもっている児童の意識 ◎ 教師の働き掛け

◎ ストップウォッチで振り子の10
往復する時間を計り，記録をとる
練習をしましょう。具体的な体験

◎ 調べる（変える）条件と同じに
する（変えない）条件に注意しな
がら，振り子の実験を行い，振り
子が１往復する時間を記録しまし
ょう。

具体的な体験 主体的な問題解決

■ 調べる(変える)条件と同じにする
(変えない)条件に注意して，実験し
よう。

▲ １往復は，振り子が振れ始めてか
らもう一度元のところに戻ってきた
ときのことだ。

▲ 時間を計るときに，計り方によっ
てわずかな差ができる。

◎ 前の時間に考えた実験方法を確
認しましょう。 主体的な問題解決

■ 振り子の１往復する時間を正確
に調べるためには，10往復する時間
を３回計り，記録しよう。

５年「７ ふりこのきまり」

【本時のねらいと学習過程４・５／９】
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結果を整理する
● 実験結果の平
均をとり，振り
子の１往復する ▼ １往復する平均時間を計算して，
時間を求める。 求めよう。 ○ １往復する時間を求めさせ，表

▼ 平均値の計算は… に記入させる。
(13＋14＋13）÷３＝13.333…≒13
13÷10＝1.3

【実験１】の結果 【実験２】の結果 【実験３】の結果

● 実験結果をグ
ラフに整理する。

▼ 振り子の長さが，40㎝の時，振り
子が１往復する平均時間は，1.3秒 ○ 振り子の１往復する平均時間を
だった。グラフに点を描いてみよう。 グラフに正確に記入させる。

【実験１】の結果 【実験２】の結果 【実験３】の結果

○ 次の時間の見通しをもたせる。

■ 結果をグラフにして，整理しよう。

◎ 次の時間に，実験結果の表やグ
ラフをグループで確認し，まとめ
をしましょう。 主体的な問題解決

◎ 実験結果をノートにまとめ，１
往復する時間を求め，表に整理し
ましょう。 主体的な問題解決

■ 表の結果から，振り子の１往復す
る平均時間を計算しよう。

◎ 表の結果を，グラフに整理しま
しょう。 主体的な問題解決

おもりの重さを変えたときの１往復する時間

0.0

1.0

2.0

0 10 20 30 40
おもりの重さ

１
往
復
す
る

平
均
時
間

（秒）

（g）

ふりこの長さを変えたときの１往復する時間

0.0

1.0

2.0

0 20 40 60 80 100
ふりこの長さ

１
往

復
す
る
平

均
時
間

（cm）

（秒）

ふれはばをかえたときの１往復する時間

0.0

1.0

2.0

0 30 60 90
ふれはば

１
往
復
す
る
平

均
時
間

（°）

（秒）

５年「７ ふりこのきまり」

【本時のねらいと学習過程４・５／９】
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第５学年「７ ふりこのきまり」

東京書籍「新しい理科５」P91～92 11月中旬～11月下旬 本時６／９

《本時のねらい》

振り子の振れ方のきまりについてまとめ，理解する。

《本時の学習過程》

段階

▼ 予想される児童の意識 ○ 働き掛けの意図

● 学習活動 □ 指導上の留意点

実感を伴った理解を図る場面

問題 ふりこの１往復する時間は，何によって変わるのだろうか。

考察し，

結論を得る

● 結果から分か ▼ 実験２と３は，１往復する時間が

ったことを，ノ 少し違う。

ートに記入す ▼ グラフの点が入るように，マーカ ○ ばらつきのある実験結果から，

る。 ーで線を引こう。 大まかな傾向をつかませる。

【実験１】の結果 【実験２】の結果 【実験３】の結果

▼ 実験２と３は，マーカーで横に線 □ 結果にはばらつきがあるため，

を引いたら，線の中に３つの点が入 上のように，グラフ上の点が蛍光

った。 マーカーの線上にすべて入るよう

に線を引き，３つの値がおおよそ

同じ値であることを確認する。

○ グラフから実験結果の大まかな

傾向をつかませ，結果を考察させ

る。

□ 実験結果のわずかな差を違いと

とらえてしまう児童がいる。その

際には，机間指導で計り方によっ

て，わずかな差が生じることを想

起するよう促す。

◎ 結果から，どんなことが言え
るでしょう。自分で考えてノー
トに記入しましょう。

主体的な問題解決

■ 児童にもたせたい意識

▲ あらかじめもっている児童の意識 ◎ 教師の働き掛け

◎ グラフの点の上を太いマーカ
ーで横に線を引いてみましょう。
どんなことが分かりますか。

主体的な問題解決

■ 実験２と３で，おもりの重さや振
れ幅を変えたとき，１往復する時間
が少しちがうけど，ほとんど同じに
なった。

■ 実験１で，振り子の長さを変えた
とき，１往復する時間が変わった。

５年「７ ふりこのきまり」

【本時のねらいと学習過程６／９】
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● 実験結果から ▼ どんなことが言えるだろう。

分かったことを ▼ 他のグループと，実験結果の値は

グループで話し 少し違うけど，同じことが言えそう

合う。 だ。

○ 振り子の１往復する時間は，何

によって変わるのかをグラフを根

拠に，仮説と比較して考えさせる。

□ 発表する際には，より明確にと

らえさせるため，グラフを黒板に

掲示するなどし，自分のグループ

と他のグループのグラフを比較す

ることを指示する。

● 振り子の振れ ▼ みんなの意見に，共通することは

方のきまりにつ 何だろう。

いてまとめ，理

解する。

○ クラス全体で結論を共有させる

ことで，自ら出した結論を確かな

ものにさせる。

◎ 各グループから出された意見
をまとめると，振り子の振れ方
には，どのようなきまりがある
と言えるでしょうか。

主体的な問題解決

【実験１】の結果から
■ 実験の結果から，振り子の１往復
する時間は，振り子の長さによって
変わり，振り子の長さが長いほど，
振り子の１往復する時間は長くなる
と言える。

【実験３】の結果から
■ 実験の結果から， 振り子の１往復
する時間は，振れ幅によって変わら
ないと言える。

【実験２】の結果から
■ 実験の結果から，振り子の１往復
する時間は，おもりの重さによって
変わらないと言える。

■ 振り子の１往復する時間は，振り
子の長さによって変わり，おもりの
重さや振れ幅によっては変わらない。

■ 振り子の長さが長いほど，振り子
の１往復する時間は長くなる。

◎ 結果からどんなことが言える
か，グループで話し合い，分か
ったことを発表しましょう。

主体的な問題解決

５年「７ ふりこのきまり」

【本時のねらいと学習過程６／９】
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第５学年「７ ふりこのきまり」

東京書籍「新しい理科５」P94～95 11月中旬～11月下旬 本時７／９

《本時のねらい》

振り子の振れ方のきまりを利用したものについて説明することで，理解を深める。

《振り返り，広げる段階の働き掛け》

工夫点４ 大人と子供が乗っているブランコの様子を比較させ，共通点と差異点に気付かせ，ブ

ランコの１往復する時間が同じになった理由について考えさせる。

〈事象Ａ〉大人が乗っている 〈事象Ｂ〉子供が乗っている

※提示する条件

ブランコの長さが同じ。

重さが違う。

《本時の学習過程》

段階

▼ 予想される児童の意識 ○ 働き掛けの意図

● 学習活動 □ 指導上の留意点

実感を伴った理解を図る場面

振り返り，広げる

● 事象Ａと事

象Ｂを比較し，

共通点と差異点

を見いだす。

○ 問題解決の結論から，ブランコ

にも振り子の振れ方のきまりが成

り立つのかを考えさせる。

□ ブランコの長さが同じで，重さ

が明らかに違う大人と子供が乗っ

ているＡ，Ｂのブランコを，同時

に振れさせ，その様子を比較する

よう指示する。

□ 大人と子供が乗っているブラン

コの様子を，１往復する様子が分

かるように横から撮影し，動画で

提示する。

● ブランコの１ ▼ ブランコのくさりの長さが，振り

往復する時間が 子の長さにあたる。

同じになった理 ▼ 人の体重が，おもりの重さにあた

由を説明する。 る。

○ ブランコも振り子であることに

◎ 工夫点４ Ａ，Ｂのブランコ
の１往復する時間が，同じにな
った理由をノートに書いて説明
しましょう。 自然と生活との関係

◎ 工夫点４(事象Ａ,Ｂを見せて)
Ａ，Ｂのブランコの様子を比べて，
何が同じで何が違いますか。気付
いたことをノートに書きましょ
う。 自然や生活との関係

■ 児童にもたせたい意識

▲ あらかじめもっている児童の意識 ◎ 教師の働き掛け

▲ 振り子の１往復する時間は，振り
子の長さによって変わり，おもりの
重さや振れ幅によって変わらない。

▲ 振り子の長さが長いほど，振り子
の１往復する時間は長くなる。

■ ブランコに乗っている人の重さは
違うが，ブランコが１往復する時間
は同じだった。

Ａ Ｂ

同 じ ・ ブランコの長さが同じ。
ところ ・ １往復する時間が同じ

ちがう 重さ 重い 軽い

ところ ふれはば 大きい 小さい

５年「７ ふりこのきまり」

【本時のねらいと学習過程７／９】
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気付かせ，ブランコの１往復する

時間が同じになった理由を，問題

解決の結論を生かして考えさせる。

□ 振り子の長さがブランコの鎖の

長さ，おもりの重さが人の体重で

あることを確認する。

● メトロノーム 【メトロノームについて】

や振り子時計な ▼ メトロノームのおもりを上の方に

ど，振り子の振 移動すると，振り子の長さが長くな

れ方のきまりを り，１往復する時間が長くなる(テ

利用したものに ンポが遅くなる)。

ついて考え，説 ▼ メトロノームのおもりを下の方に

明する。 動かすと，振り子の長さが短くなっ

て，１往復する時間が短くなる(テ

ンポが速くなる）。

○ 問題解決の結論と，提示したブ

ランコの様子を根拠に，振り子の

どのような性質を利用しているの

かを考えさせ，説明させる。

□ 身の回りの物で，振り子のきま

▼ だから，メトロノームは，いろい りを利用した物は少ないので，メ

ろなテンポで振れるんだ。 トロノームと振り子時計を教師か

ら提示する。

【振り子時計について】 □ メトロノームは，おもりの位置

▼ どうして，時計は正確に時を刻ん を動かすことで，振り子の長さを

でいるんだろう。 変え，１往復する時間を変えるこ

▼ 振り子の長さを変えないから，い とができるものである。

つも１往復する時間が同じなんだ。 □ 振り子時計は，振り子の長さを

変えないことで，１往復する時間

を一定にし，時を刻むものである。

◎ 身の回りには，振り子の振れ
方のきまりを利用したものがあ
ります。

◎ 例えば，メトロノームと振り
子時計です。

◎ メトロノームと振り子時計は，
振り子のどのような性質を利用
しているものなのでしょうか。
その仕組みを説明しましょう。

自然と生活との関係

■ ブランコも振り子なので，乗って
いる人の重さが違っても，振り子の
長さが同じだから，１往復する時間
は変わらない。

■ メトロノームは，おもりを動かし，
振り子の長さを変えることで，１往
復する時間を自由に変えることがで
きる。

■ 振り子時計は，いつも１往復する
時間が同じというきまりを使って，
時間を正確に刻んでいる。

■ 学習した振り子の振れ方のきまり
を利用したものが，生活に役立てら
れている。

５年「７ ふりこのきまり」

【本時のねらいと学習過程７／９】
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第５学年「７ ふりこのきまり」

東京書籍「新しい理科５」P93 11月中旬～11月下旬 本時８・９／９

《本時のねらい》

振り子の振れ方のきまりを利用したものづくりを行い，理解を深める。

《振り返り，広げる段階の働き掛け》

工夫点５ １秒に１往復するおもちゃを作らせ，振り子の長さが変わらなければ，振り子の１往

復する時間も変わらないことを実感させる。

《本時の学習過程》

段階

▼ 予想される児童の意識 ○ 働き掛けの意図

● 学習活動 □ 指導上の留意点

実感を伴った理解を図る場面

振り返り，広げる

● 振り子時計

は，１往復する

時間が同じにな ▼ 振り子の長さが変わらなければ，

るように作られ １往復する時間は変わらない。

ていることを確 ○ 前時に学習した，振り子時計の

認する。 仕組みを思い出させ，ものづくり

への意欲をもたせる。

● １秒に１往復 ▼ しっかり作れば，時計の代わりに

するおもちゃを なるかもしれない。

作る。 ▼ どのように作ればよいのだろう。

▼ 作ってみたい。

○ １秒間に１往復する振り子を実

際に作らせ，振り子のきまりを実

感させる。

▼ 振り子の長さを調節すればよいの

ではないか。

▼ おもりの重さや振れ幅は，どのよ

うにしてもよいだろう。 ○ 問題解決の結論を生かして，振

▼ 振り子の長さが40cmで実験したと り子の長さをどのぐらいにすれば

き，約１．３秒だったので，１秒に よいか考えさせる。

するためには，40cmより短くすると □ １秒に１往復する振り子の長さ

よいだろう。 は，計算上約25cmになるので，糸

■ 児童にもたせたい意識

▲ あらかじめもっている児童の意識 ◎ 教師の働き掛け

◎ 前回の授業で，振り子時計の
仕組みについて考えました。振
り子時計は，振り子のどのよう
な性質を利用した道具だったか
思い出しましょう。

自然や生活との関係

▲ 振り子時計は，振り子の１往復す
る時間が変わらないことを利用して
いる。

◎ 工夫点５ 振り子時計と同じ
ように，１秒間で１往復する振
り子を作ってみましょう。
自然や生活との関係 具体的な体験

◎ 木の棒，糸，粘土を準備しま
した。これらを使って作ります。

◎ 変えることができる振り子の
条件は３つありました。何をど
のようにすれば，１秒間で１往
復する振り子になるかを考えな
がら作りましょう。
自然や生活との関係 具体的な体験

▲ 振り子が１往復する時間は，振り
子の長さが長いほど長くなる。

▲ 振り子の１往復する時間は，おも
りの重さや振れ幅によっては変わら
ない。

５年「７ ふりこのきまり」

【本時のねらいと学習過程８・９／９】



５年 ７ - 16 -

の長さがそれ以上長くなるように

準備する。

□ 学級の実態に応じて，確認する

▼ 糸の長さをいろいろと調節して作 範囲を決めておく。

ろう。 ・ ある程度振り子のきまりが定着し

ている場合 → 何を変えればよい

かを確認しないで作る。

・ 定着度が低い場合 → 振り子の

長さを変えればよいことを確認す

る。

□ 実験のデータを活用して，ある

程度の長さを予想させる。特に，

グラフの変化の様子から，30cm前

後であることは予想させたい。

● １分間ゲーム ▼ 実際の60秒より時間がかかったの

を行う。 で，糸の長さを少し短くしよう。

▼ 実際の60秒よりだいぶ短い時間だ

ったので，糸を長くしよう。

▼ あまり振れ幅を大きくすると，糸

がたるんで正確に振り子が振れな

い。

▼ あまり振れ幅が小さいと60秒間振

れないで止まってしまう。

▼ もう一度挑戦したい。

○ 自分で作った振り子を使ってゲ

ームを行い，楽しみながら振り子

の振れ方のきまりについて理解を

深める。

□ デジタルタイマーがなければ，

教師がストップウォッチで計って

もよい。

● おもちゃを作 ▼ 振り子のきまりを使って，１秒に

った際に，工夫 １往復する振り子を作ることができ

したこと，気付 た。

いたことなどを ○ クラス全体で考えを共有させる

発表する。 とで，学習を振り返り，考えを広

げさせる。

▼ １秒にはならなかったけど，予想

して，１秒に近付けることができた。

◎ 振り子のおもちゃを作って，
気が付いたことを発表しよう。

自然や生活との関係

■ 振り子の１往復する時間は，振り
子の長さによって変わり，おもりの
重さや振れ幅によっては変わらない
ことを実感した。

■ 実験のグラフを読みとると，振り
子の長さを○○cm(約25cm)ぐらいに
すればよいことが予想できる。

◎ 皆さんが作った振り子は１秒
間に１往復するものになりまし
たか。ゲームで確かめてみまし
ょう。

◎ 正しくできていれば，振り子
が60回往復すると１分間になる
はずです。

◎ 皆さんで一斉に振り子を振り
始めて，60回往復した瞬間に手
を挙げてもらいます。

◎ デジタルタイマーのブザーに
最も近い時間で手を挙げた人が
優勝です。
自然や生活との関係 具体的な体験

５年「７ ふりこのきまり」

【本時のねらいと学習過程８・９／９】
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